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アンケートの概要

◆今後の結城ブランドの運営の参考とするため実施

• 回答期間：令和３年１２月２３日～令和４年１月１２日

• 回答方法：結城市ホームページ

• 周知方法：結城市LINE公式アカウント、結城市公式Twitter

• 回答件数：814件
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40～49歳
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50～59歳

25.0%

60～69歳

15.5%

70歳以上

5.1%

年代別回答者

20代以下の回答が8.4％と少ないが、
それ以外の年代は約20％ずつで満遍
なく回答を得られた。

公務員・団体

職員

51.6%

会社員
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専業主婦・主夫
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その他

3.3%

個人事業主

3.1%

農林水産業

0.9%

学生

0.9%

職業別回答者

約半分が公務員・団体職員
の回答となった。



変わらない

53.6%

高まる

46.4%

ブランド化による購入意欲の変化

ブランド化による購買意欲について、「変わら
ない」という回答がわずかに「高まる」を上
回った。

結城市内
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茨城県内

9.2%

栃木県内

6.0%

関東地方

1.8%

その他

0.5%

居住地別回答者

回答者８割が市内在住者の回答で、９割
が茨城県内在住者の回答となった。
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近隣の地域ブランドの認知状況

回答者の約４割が近隣の地域ブランドについて
知らないという回答であった。
結城ブランドについても近隣地域からは同様の
認知度であると考えられる。
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その他

Facebook

市政情報の取得方法

最も活用されている媒体は広報紙であった。
SNSについては、回答者の８割の方がLINE
を、約半数がInstagram、Twitterを活用し市
政情報を得ていることが分かった。
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見たことがない

結城市公式SNSの登録状況

SNSについて、友だち登録をしないと情報が届かな
いLINEは回答者の９割の方が登録している。

Instagramは約半数が登録しており、市外の回答者
においては、約７割がInstagramに登録していた。



51.2%

30.7%
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わからない

【結城ブランド認定品】を【ふるさと納税返礼

品】と統合してPRした方がよい

ブランド確立のための枠組みが必要

これまでどおりでよい

今後の結城ブランド

半数以上がわからないと回答した。
一方、結城ブランド認定品とふるさと納税返礼品の
統合したPRが約30%、ブランド確立のための枠組み
が必要が約23%と、見直しを求める回答があった。


